
平成 28 年 9 月 15 日 
一般財団法人 経済調査会 

 

台風 10 号によるプラントへの被災状況（北海道・第二報） 

 
台風 10 号による北海道内の主要建設資材製造プラントへの影響について、被災プラントの第一報（9

月 2日）後の稼働状況の確認を行いました。 

 
【生コンクリート】 

＜日高地区＞ 

○三石生コンクリート工業(株) 清畠工場 
（日高町字清畠９１番地２） 
・ポンプによる排水作業は概ね終了。 

・プラントは引き続き休止中。復旧にはひと月程度かかる見込み。 

 
【骨材】 

＜十勝地区＞ 

○（有）斉藤砂利工業（中川郡幕別町） 
・プラント２箇所の内、浸水した１箇所のプラントについては排水作業が概ね完了。 
・コンクリート用骨材、道路用骨材（クラッシャラン）は生産を再開し出荷は可能。 
・単粒度砕石の生産ラインは修理中。（単粒度砕石の出荷は在庫品にて対応可能。） 
・プラント全体の再開については未定。 
 

 
○今後も状況確認を継続してまいりますので、新たな被災情報が判明しましたら、情報提供を行います。 
 
お問い合せ先 一般財団法人 経済調査会 土木第一部 

TEL 03-5777-8215 FAX 03-5777-8230 
 一般財団法人 経済調査会 北海道支部 

TEL 011-241-9491 FAX 011-241-2346 
 


